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市民活動団体などからの提案から、審査委員会が公開プ
レゼンテーションなどにより選考した事業を、提案団体と
市が協働で実施するものです。市民と行政、それぞれ単独
では解決が難しい問題に、互いの不足を補い合いながら対
等な関係で連携して取り組むことで、大きな効果が期待で 
きます。例えば「らくらくアンチエイジング教室」では、
団体にとっては専門的な介護予防の知識が得られ、市にと
っては、これまで実施できなかった、よりスポーツ志向の
高い人たちを対象とした介護予防を実現できるという、お
互いにメリットのある事業となっています。

ことしも10月31日㈬まで、協働事業の提案を募集してい 
ます。詳しくは、本市ホームぺージや市民サービスセンタ
ーなどにある「応募の手引き」をご覧ください。

市 民 が作る
市民編集のページ

Vol.98
問い合わせは　いきいき生活課　☎898―6510

市民と行政が、地域の課題解決に向けて一緒に取り組む「まえばし市
民提案型パートナーシップ事業」について、皆さんはご存じですか。
お互いをパートナーとして認め合い、対等な関係を維持しながら連携・
協力することによって生まれる相乗効果や付加価値。昨年度採択され
た事業の中から２つの活動について、応募の動機や成果について取材
しました。

担当は市民編集委員　周東・黒岩

元気高齢者と未来の
子どもたち。一見つな
がりがないようですが、

今を私たちが健全に生き、元気に
歳を重ね、健全な社会を未来の子
どもたちに残していく。命のつな
がりを感じた取材でした。若い人
のパートナーシップ事業への参画
も期待しています。
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赤城自然塾事務所で取材 （中央）小須田さん　（右）介護高齢課職員

たくさんの観光客が訪れる赤城山

赤城山直通バス
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